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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 9日 (2007.7.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 辺 方 向 の 長 さ Ｌ が １ ｍ ｍ 以 上 の 発 光 素 子 と 、 該 素 子 が 搭 載 さ れ る 上 面 と 、 そ の 反 対 側
に 位 置 す る 底 面 と を 有 す る 熱 伝 導 率 が １ ７ ０ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 上 の 、 Ｃ ｕ － Ｗ ま た は Ｃ ｕ － Ｍ
ｏ の 基 板 と を 備 え 、 該 発 光 素 子 の 主 面 の 長 辺 方 向 の 長 さ Ｌ と 該 基 板 の 上 面 の 発 光 素 子 搭 載
部 か ら 底 面 ま で の 距 離 Ｈ と の 比 Ｈ ／ Ｌ が 、 ０ ． ３ 以 上 で あ り 、 前 記 基 板 の 熱 膨 張 係 数 が ５
～ １ ２ × １ ０ - 6 ／ Ｋ 、 お よ び 前 記 発 光 素 子 の 熱 膨 張 係 数 が ３ ～ ７ × １ ０ - 6 ／ Ｋ で あ る 、 半
導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 の Ｃ ｕ の 含 有 量 が ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 基 板 の 素 子 搭 載 面 の 表 面 粗 さ が 最 大 粗 さ Ｒ ｍ ａ ｘ で ０ ． １ ～ ２ ０ μ ｍ で あ る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 素 子 が 搭 載 さ れ る 基 板 の 部 分 が 凹 部 を 形 成 す る と と も に 、 上 面 上 に 金 属 層 が 形 成 さ れ
て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 発 光 素 子 と 該 素 子 へ の 電 力 供 給 の た め の 端 子 板 と の 間 を 繋 ぐ 接 続 部 材 が 、 凹 部 と 別
の 位 置 に 配 置 さ れ 、 同 接 続 部 材 の 凹 部 へ の 浸 入 を 防 ぐ 手 段 が 、 同 接 続 部 材 に 隣 接 す る 上 面
上 に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４

長 辺 方 向 の 長 さ Ｌ が １ ｍ ｍ 以 上 で サ フ ァ イ ヤ 基 板 上 に Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ 族 ま た は Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ 族
の 化 合 物 半 導 体 が 形 成 さ れ た 発 光 素 子 と 、 該 素 子 が 搭 載 さ れ る 上 面 と 、 そ の 反 対 側 に 位 置
す る 底 面 と を 有 す る 熱 伝 導 率 が １ ７ ０ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 上 の 基 板 と を 備 え 、 該 発 光 素 子 の 主 面
の 長 辺 方 向 の 長 さ Ｌ と 該 基 板 の 上 面 の 発 光 素 子 搭 載 部 か ら 底 面 ま で の 距 離 Ｈ と の 比 Ｈ ／ Ｌ
が 、 ０ ． ３ 以 上 で あ り 、 前 記 基 板 お よ び 前 記 発 光 素 子 の 熱 膨 張 係 数 が ３ ～ ７ × １ ０ - 6 ／ Ｋ
で あ る 、 半 導 体 装 置 。

ま た は ３

ま た は ３

５



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 好 ま し く は 、 基 板 の Ｃ ｕ の 含 有 量 が ５ ～ ４ ０ 質 量 ％ で あ る 。
　

　 好 ま し く は 、 基 板 の 素 子 搭 載 面 の 表 面 粗 さ が 最 大 粗 さ Ｒ ｍ ａ ｘ で ０ ． １ ～ ２ ０ μ ｍ で あ
る 。
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こ の 発 明 に 従 っ た 半 導 体 装 置 は 、 長 辺 方 向 の 長 さ Ｌ が １ ｍ ｍ 以 上 で サ フ ァ イ ヤ 基 板 上 に
Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ 族 ま た は Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ 族 の 化 合 物 半 導 体 が 形 成 さ れ た 発 光 素 子 と 、 該 素 子 が 搭 載
さ れ る 上 面 と 、 そ の 反 対 側 に 位 置 す る 底 面 と を 有 す る 熱 伝 導 率 が １ ７ ０ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 上 の
基 板 と を 備 え 、 該 発 光 素 子 の 主 面 の 長 辺 方 向 の 長 さ Ｌ と 該 基 板 の 上 面 の 発 光 素 子 搭 載 部 か
ら 底 面 ま で の 距 離 Ｈ と の 比 Ｈ ／ Ｌ が 、 ０ ． ３ 以 上 で あ り 、 基 板 お よ び 発 光 素 子 の 熱 膨 張 係
数 が ３ ～ ７ × １ ０ - 6 ／ Ｋ で あ る 。
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